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がん感染症疾病対策課 - 福岡県庁ホームペ―ジより
https://www.pref.Fukuoka.lg.jp/soshiki/4400227/
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３ 協議事項
（２）令和４年度事業計画について
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「福岡県循環器病対策推進計画」を令和４年３月に策定。

国の基本計画を踏まえ、以下に掲げる基本施策に取り組むことにより全体目標の達
成を目指すこととしている。

全体目標

１ 循環器病の予防や正し
い知識の普及啓発

２ 保健、医療及び福祉
に係るサービスの提供
体 制の構築

３ 多職種連携による循環
器病患者への支援の
充実

基 本 施 策

「平均寿命の増加分を上回る健康寿命の増加」及び「循環器病の年齢調整死亡率の減少」

令和４年度第１回 福岡県循環器病対策推進協議会資料、2022年10月



３ 協議事項
（２）令和４年度事業計画について
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１ 循環器病の予防や正しい知識の普及啓発

個別施策 事業概要 令和４年度事業計画

○基礎疾患の管理及
び予防の推進

望ましい生活習慣や基礎疾患の管理
の重要性に関する普及啓発、保険者
等と連携した生活習慣病の予防や改
善に係る取組を推進する。

「健（検）診受診率の向上」「食生活
の改善」「運動習慣の定着」を取組の
柱とする「ふくおか健康づくり県民運
動」を実施

○知識の普及啓発
県民に対する循環器病の前兆等につ
いて周知を行う

循環器病に関する県民公開講座の開催
（特徴的な症状や非常時の対処法、生
活習慣病との関係性など）
※脳卒中・心臓病等総合支援センター
モデル事業を活用

令和４年度第１回 福岡県循環器病対策推進協議会資料、2022年10月



３ 協議事項
（２）令和４年度事業計画について
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２ 保健、医療及び福祉に係るサービスの提供体制の構築

個別施策 事業概要 令和４年度事業計画

○病院前救護体制の
充実

・救急業務高度化推進事業
・県民に対する自動体外式除細動器
（AED）の普及啓発を図る

・救急業務メディカルコントロール協
会において県内の救急業務の充実強化
を図る
・AEDの設置及び救急法等講習会の実
施
・救急救命士を対象とした研修会の実
施
※脳卒中・心臓病等総合支援セン

ターモデル事業を活用

○移行医療体制の整
備

小児期と成人期の診療科間の連携を
図り、必要な医療を切れ目なく受け
られるよう移行医療支援、療養生活
に係る情報提供・相談支援の在り方
について検討を行う。

小児慢性特定疾病患者の医療費受給者
証の更新手続の際に、移行期に関する
アンケートを同封し、県内の移行期医
療の現状及びニーズについて調査を実
施

令和４年度第１回 福岡県循環器病対策推進協議会資料、2022年10月



３ 協議事項
（２）令和４年度事業計画について
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３ 多職種連携による循環器病患者への支援の充実

個別施策 事業概要 令和４年度事業計画

○情報提供支援
患者や家族が利用できる制度などの
情報提供を行う。

ホームページ及び動画作成など
※脳卒中・心臓病等総合支援センター
モデル事業を活用

○相談支援体制の構
築

循環器病患者やその家族が病期に応
じて生じる身体的・精神的・社会的
な悩み等について、医療機関や患者
団体等の機関相互の連携を推進する。

循環器病患者やその家族の相談支援窓
口の設置
（生活上の注意点や療養場所、後遺症、
仕事と治療の両立に係る相談など）
※脳卒中・心臓病等総合支援センター
モデル事業を活用

令和４年度第１回 福岡県循環器病対策推進協議会資料、2022年10月



４ 報告事項

（１）脳卒中・心臓病等総合支援センター

モデル事業について

令和５年度第１回 福岡県循環器病対策推進協議会、2023年5月



福岡県では九州医療センターが、令和４年度の
脳卒中・心臓病等総合支援センターモデル事業を担当
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独立行政法人 国立病院機構九州医療センター

〒810-8563
福岡市中央区地行浜1丁目8番1号

脳卒中・心臓病等総合支援センター

開設のご案内

厚生労働省の令和４年度事業として全国10都道府県（福岡県では
九州医療センター）に脳卒中・心臓病等総合支援センターが開設
されました。
九州医療センターでは福岡県の循環器病対策推進計画と連携して

本事業を推進します。
事業の主な内容は脳卒中、心臓病等の患者さんに対する患者相談

窓口の設置、福岡県民を対象とした研修会、かかりつけ医と医療
従事者に向けた研修会の実施、啓発資材の開発などです。

患者相談窓口では医師、薬剤師、管理栄養士、リハビリテーショ
ンスタッフ、医療ソーシャルワーカー、脳卒中・心臓病等担当看護
師が、脳卒中や心臓病等と診断された患者さんとご家族の生活上の
注意点、療養場所、後遺症や仕事と治療のことなど、様々な疑問や
不安に対し、お話しを聞かせていただき、悩みに応じた解決策を一
緒に考えていく支援を行っています。

平日9:00～16:00（予約制）
TEL：092-836-5003

地域連携室看護師
※入院中の方は病棟看護師

受付時間

対応窓口

相談窓口について

脳卒中・心臓病等総合支援センター開設について

相談無料

2022．8．22より入院患者対象に運用開始
2022．9．26よりホームページで公開
県庁でも広報を開始

令和５年度第１回 福岡県循環器病対策推進協議会、2023年5月
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脳卒中・心臓病等総合支援センタープロジェクトチーム

1院長

2副院長 統括責任者

3統括診療部長

4脳血管センター部長 脳卒中代表医師

5循環器センター部長 循環器代表医師

6救命救急部長

7リハビリテーション科医長

8MCセンター副センター長 医療総合支援

9循環器科医長

10看護部長 看護部統括者

11副看護部長 看護部副統括者

12病棟師長 脳血管センター

13病棟師長 循環器センター

14地域医療連携室師長

15地域医療連携室副師長 相談窓口担当

16栄養管理室長 食事・栄養

17副薬剤部長 薬剤

18理学療法士長 リハビリテーション

19医療社会事業専門員 医療制度・費用相談

20医療社会事業専門員
医療制度・費用相談

21事務部長 事務部統括者

22経営企画室長 医事部門統括者

23庶務班長 管理部門担当

プロジェクトチームの会議は毎月第一月曜日16：30-17：20
1.相談事業： 受付に関するシステム作り 相談内容の収集と分析
2.研修事業： 研修の企画、関係者への依頼、案内作り

かかりつけ医、保健師、薬剤師、リハビリテーションスタッフなど
3.市民講座： 日本脳卒中協会、日本循環器学会との連携
4.資材開発： 脳卒中協会動画の活用、県独自の資材開発など

医師
医療ソーシャルワーカー

メディカル看護師
事務部

令和５年度第１回 福岡県循環器病対策推進協議会、2023年5月



脳卒中・心臓病等
総合支援センターでは

脳卒中・心臓病等担当看護師

心不全療養指導士

脳卒中療養相談士

脳卒中や心臓病等と診断された患者さんと

ご家族の様々な疑問や不安に対し、脳卒

中・心臓病等に関する担当者がお話しを聞

かせていただき、悩みに応じた解決策を一

緒に考えていく支援を行っています。

〒810-8563
福岡市中央区地行浜1丁目8番1号

独立行政法人国立病院機構

九州医療センター

TEL 092-852-0700（代表）

独立行政法人国立病院機構
九州医療センター

脳卒中・心臓病等
総合支援センター

相談･受付時間：
平日9:00～16:00

（予約制）
相談対応窓口：地域連携室看護師

入院中の方は病棟看護師

医師
薬剤師
管理栄養士
理学療法士
医療ソーシャルワーカー

九州医療センター脳卒中・心臓病等総合支援センター 2022年9月

相談リーフレットの作成

九州医療センター脳卒中・心臓病等総合支援センタープロジェクトチーム委員会資料、2022年9月
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モデル事業 相談トリアージと運用フローチャート

地域連携室担当看護師が窓口となり電話対応 トリアージおよびフローチャートで担当者、
予約相談日を決定



脳卒中・心臓病総合支援センター

R4年度 相談対応実績



相談窓口について

• 対象 脳卒中や心臓病等と診断された患者さん

とご家族

• 相談は無料

• 予約制（相談時間は約20分間）

• 予約対応時間 平日9：00～16：00

• 専用電話 092-836-5003（直通）

• 相談対応者：医師、薬剤師、管理栄養士、

リハビリテーションスタッフ、

医療ソーシャルワーカー

心不全療養指導士・脳卒中療養相談士

• 相談内容：治療や後遺症について、

生活上の注意点 など 独立行政法人 国立病院機構九州医療センター

〒810-8563
福岡市中央区地行浜1丁目8番1号

脳卒中・心臓病等総合支援センター

開設のご案内

厚生労働省の令和４年度事業として全国10都道府県（福岡県では
九州医療センター）に脳卒中・心臓病等総合支援センターが開設
されました。
九州医療センターでは福岡県の循環器病対策推進計画と連携して

本事業を推進します。
事業の主な内容は脳卒中、心臓病等の患者さんに対する患者相談

窓口の設置、福岡県民を対象とした研修会、かかりつけ医と医療
従事者に向けた研修会の実施、啓発資材の開発などです。

患者相談窓口では医師、薬剤師、管理栄養士、リハビリテーショ
ンスタッフ、医療ソーシャルワーカー、脳卒中・心臓病等担当看護
師が、脳卒中や心臓病等と診断された患者さんとご家族の生活上の
注意点、療養場所、後遺症や仕事と治療のことなど、様々な疑問や
不安に対し、お話しを聞かせていただき、悩みに応じた解決策を一
緒に考えていく支援を行っています。

平日9:00～16:00（予約制）
TEL：092-836-5003

地域連携室看護師
※入院中の方は病棟看護師

受付時間

対応窓口

相談窓口について

脳卒中・心臓病等総合支援センター開設について

相談無料

九州医療センター脳卒中・心臓病等総合支援事業 保健師向け学習会資料、2022年12月



１．相談件数

脳卒中ー８４人
院内対応ー６７人
院外対応ー１７人

心臓病ー８９人
院内対応ー７１人
院外対応ー１９人

合 計 １７３人

令和５年度第１回 福岡県循環器病対策推進協議会、2023年5月



２．相談者累計人数の推移
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Ԛ Ԛᵰ ὓ

相談実績の173件のうち、広報して開始した最初の３カ月が最も多く、12月以降
の院内患者への働きかけが少ないことが反省点である。

令和５年度第１回 福岡県循環器病対策推進協議会、2023年5月



３．相談内容

脳卒中
1. 不安、精神的苦痛
２. 医療費、介護保険、手当
３. 食事、入浴など日常生活動作

β相談者1人につき複数の相談内容があるため、相談人数より多くなる

心臓病
1. 食事、入浴など日常生活動作
２. 患者家族のコミュニケーション
３. 医療費、介護保険、手当

不安、精神的苦痛
医療内容(看護)

心臓病
1. 食事、入浴など日常生活動作
２. 医療費、介護保険、手当
３. 患者家族のコミュニケーション

Ὧ ᶤ› Ὧ ᶤ› ›ὓ ᶤ›

ЈϸрЖϷСИϷр 5 4% 2 2% 7 3%

Ӻ (ᾁ₰) 3 2% 3 3% 6 2%

Ӻ ( ) 7 5% 4 3% 11 4%

Ӻ (︣ ) 4 3% 1 1% 5 2%

Ӻ (ƾưƱǄƾƩƖƢƔǃ)16 11% 6 5% 22 8%

Ӻ (Ḙῐ) 7 5% 7 6% 14 5%

ῇӹ χ ᴂ 7 5% 1 1% 8 3%

Ԛ 12 8% 6 5% 18 7%

Ӻ Ṑḩχ ᵒ 7 5% 3 3% 10 4%

Ϟᾁ 6 4% 4 3% 10 4%

Ḝ Ͼϯ 1 1% 1 1% 2 1%

Ⱨʺ σς ᶨ ⌠ 19 13% 43 34% 62 24%

Ӻ ʺᵒῐ ᾑʺ︣ 19 13% 11 9% 30 11%

ΦΥΜʺᴣ Ḣ 2 1% 0 0% 2 2%

ӗʺ ἂ 22 16% 7 6% 29 11%

Ḇּיᴪ χƠƶƓƬƟƖƢƔǃ 2 1% 9 8% 11 4%

Ͻз˔ТϾϯ 0 0% 3 3% 3 1%

Ӻ Ṑḩϒχ (ꜛԚ) 1 1% 0 0% 1 0%

Ӻ Ṑḩϒχ ( Ԛ) 1 1% 3 3% 4 2%

ζχ 1 1% 5 4% 6 2%

›ὓ 142 100% 119 98% 261 100%

›ὓ

相談内容は脳では、医療費/介護保険/手当についてが多く、ついで不安/精神
的苦痛、食事/入浴などADL、転院、リハビリテーションの順であった

令和５年度第１回 福岡県循環器病対策推進協議会、2023年5月



４．対応内容

β相談者1人につき複数の対応内容があるため、相談人数より多くなる

脳卒中
1. 助言提案
２. 傾聴、支援的内容
３. 情報提供(動画以外)

心臓病
1. 助言提案
２. 傾聴、支援的内容
３. 他施設・機関への連携

Ὧ ᶤ› Ὧ ᶤ› ›ὓ ᶤ›

ἱ כ◦ʺ 49 34% 24 20% 73 28%

ᾠ ӛ 68 47% 73 58% 141 53%

ằ( ᵊӟᵰ) 8 6% 7 6% 15 6%

ḆּיΰΪ ᵊ 0 0% 0 0% 0 0%

ᵊ ᴡ ˁ 0 0% 1 1% 1 0%

Ӻ ☼ χ (ꜛԚ) 7 5% 1 1% 8 3%

Ӻ ☼ χ ( Ԛ) 2 1% 5 4% 7 3%

☼ ƋṐḩϒχ ὀ 8 6% 8 7% 16 6%

СϯЂЪ˔Еχ ᵒ 0 0% 1 1% 1 0%

ἂ ʾ χ ᴂ 1 1% 0 0% 1 0%

ζχ 0 0% 2 2% 2 1%

›ὓ 143 100% 122 100% 265 100%

›ὓ

相談対応の内容では助言提案が約半数で傾聴、支援的内容、情報提供、医療
施設受診の説明、他施設・期間への連携などが多かった。

令和５年度第１回 福岡県循環器病対策推進協議会、2023年5月



５．対応職種

看護師

75件
44%

MSW

42件 24%

栄養士

35件
20%

医師

14件Χ

リハビリ 5件 3% 薬剤師 2件Χ

看護師

44件 52%MSW

29件 35%

医師

7件 8%

リハビリ

4件 5%

【脳梗塞】

栄養士

35件 39%

看護師

31件 35%

MSW

13件 15%

医師

7件 8%

薬剤師 2件 2% リハビリ 1件 1%

【心臓病】

脳卒中の相談対応者では看護師が50％を占め、
ついで医療ソーシャルワーカー、医師、リハビ
リスタッフの順であった

令和５年度第１回 福岡県循環器病対策推進協議会、2023年5月



モデル事業 救急救命士に対する講習会

令和4年10月21日
日本脳卒中協会と共催で福岡県内各消
防本部に連絡の上、県内救急救命士に
PSLS講習会（講義・実習）を実施

救急救命士参加95名
令和５年度第１回 福岡県循環器病対策推進協議会、2023年5月



モデル事業 医療従事者に対する研修

今年度は保健師、かかりつけ医
を対象とした研修会を実施

2022年12月12日 保健師向け学習会

2023年 2月10日 かかりつけ医向け勉強会

保健師参加36名

令和５年度第１回 福岡県循環器病対策推進協議会、2023年5月



モデル事業 医療従事者に対する研修

今年度は保健師、かかりつけ医
を対象とした研修会および市民
公開講座を企画実施

2022年12月12日 保健師向け学習会

2023年 2月10日 かかりつけ医向け勉強会

かかりつけ医 参加28名
(52名申し込み）

令和５年度第１回 福岡県循環器病対策推進協議会、2023年5月



モデル事業 専門医及び専門医療機関に対する情報発信

心臓病は循環器学会九州地方会
で、脳卒中は県内1次脳卒中セン
ター施設に向けたWEB会議を実施

2022年12月 3日 日循九州地方会久留米
福岡県循環器病対策協議会協議内容および
モデル事業の紹介

2022年12月8日 福岡県一次脳卒中センター
WEB会議
福岡県循環器病対策協議会協議内容の紹

介、
脳卒中相談窓口の紹介

令和５年度第１回 福岡県循環器病対策推進協議会、2023年5月



モデル事業 県民に対する公開講座
脳卒中は脳卒中月間(10月)に日本脳卒中
協会HPからWEB講演で情報発信、
心臓病は日本循環器学会総会（福岡）で
AED講習会,
成人先天性心臓病患者会、
人工補助心臓に関する市民公開講座
を共催

2022年10月1日～31日
日本脳卒中協会共催で脳卒中市民公開講座

2023年 3月16日 日循学術集会 福岡市
（JCS2023)
市民公開講座（共催）

九州医療センター2023.3月末現在



モデル事業 県民に対する公開講座

2023年 3月16日 日循学術集会 福岡市
（JCS2023)

市民公開講座（共催）３件

心臓病は日本循環器学会総会（福岡）で
AED講習会,
成人先天性心臓病患者会、
人工補助心臓に関する市民公開講座
を共催

患者参加50名

市民参加36名 参加116名
令和５年度第１回 福岡県循環器病対策推進協議会、2023年5月



モデル事業 県民に対する広報

2022年9月、
脳卒中・心臓病等総合支援センター
開設の紹介

九州医療センター2023.4月現在



スタート！脳卒中相談窓口

NHKきょうの健康ニュース 2023年2月2日NHKエデュケーショナル放映



NHKきょうの健康ニュース 2023年2月2日NHKエデュケーショナル放映



スタート！脳卒中相談窓口

NHKきょうの健康ニュース 2023年2月2日NHKエデュケーショナル放映

相談窓口をはじめてみて想うことは？
これからの課題は？

こちらが考えていた困りごとと、患者さんの実際の困りごとが
違う場合が多いです。
病院内で歩けていた人が自宅で転倒したりする。
生活というのは、私たちが思っているよりはるかに複雑で、
難しいことです。
治療やリハビリだけで生活しているわけではありません。
ある程度、障害が残った中で、どう社会参加するか、就労支援
していくか、などが今後の課題です。
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専門施設における早急な診断と適切な治療、
患者・家族への説明と相談支援が重要です

発症直後に脳卒中専門施設へ搬送

チーム医療・組織医療 の実践

画像検査，rt-PA・血管内治療へ対応

早急な診断と適切な治療

※組織医療とは脳卒中センター組織が理念・使命の実現に向け，価値・行動規範を共有し，適正かつ安全で
有効性を最大化する医療のプロセスであり，継続して組織の医療の質を改善していくこと

※ ※急性期医療施設から患者家族の困りごとや疑問に適切な説明と相談支援を行う体制を構築する
監修：日本脳卒中協会

岡田靖 (国立病院機構九州医療センター)

患者家族への説明と相談支援



脳卒中・循環器病５か年計画が目指すもの
30

脳卒中と循環器病克服第二次5ヵ年計画 ストップCVD（脳心血管病）
健康⻑寿を達成するために 2021循環器病総合支援センターモデル事業
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令和５年度第１回 福岡県循環器病対策推進協議会、2023年5月


